
菜種糖の飼料的利用に関する研究

1．菜種粕の給与が白ねずみおよびアンゴラ兎の生長，甲状腺に

およぼす影響ならびにヨードカゼイン添加の効果について
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　わが国においては菜種の収穫量が多く，最近数年間の

統計1）によっても，年間平均27万トンに達することが

示されているが，この菜種から搾油したのち得られる菜

種粕（以下RSOMと略記）の量も年間15万トン以
上におよぶと推定される。

　このRSOMは，大豆粕についで粗蛋白含量も多く，

とくに蛋白質飼料源の不足している現在のわが国におい

て，大いに活用されるべきであると考えられる。しかし

ながら，すでにBel12）をはじめ，多くの報告により認め

られているように，家禽および家畜に対してRSOMを

限度以上給与した場合，轍好性の低下，生長の阻害など

の悪影響をおよぼすこと，またRSOMが甲状腺肥大物

質（go玉trogenic　s　ubstance）3＞を含んでいることなどの理

由から，現在までのところ，飼料として一般にはほとん

ど使fflされていない現状である。

　岩貯）はRSOMの蛋白質源としての優秀性を早くか

ら認め，また：Kratzerら「））はRSOMを唯ごの蛋白質源

として用いた時，ひなに対してアミノ酸の適当な給源で

あるとし，Bel12）はひなの飼料で，　RSOMを唯一の蛋白

源として用いても，フェニールアラニンを除いては，す

べての必須アミノ酸を十分含むと述べ，さらにKlain

ら6）は：RSOMのアミノ酸含量を大豆粕のそれと比較し

た場合，リジンが少なく，フェニールアラニン，チロシン

およびアルギニンがやや少ないことを報告しているが，

蛋白質の含量が多いのみならず，概してそのアミノ酸組

成も良好であると：考えて良いであろう。同時に，　Klain

ら6）はビタミン含量についても言及し，大豆粕と比べて，

パントテン酸はやや少ないが，B1およびB2は大差な

く，コリンおよびナイアシンの含量は多いことを認めて

いる。

　このように，RSOMは栄養価値も高いのであるが，

前述のような害作用をあらわすために，飼料としてこれ

を利用するにあたって特別な注意を必要とするため，安

心して使うことが出来ない。

　このRSOMの給与により生ずる害作用を防ぐため
に，ヨードカゼイン5）磁）をはじめ，無機沃化物5）・6），8）N

1⑪）・12） C抗生物質8）・9）・11），ビタミゾ）・9＞，ω，アミノ酸），1。）

などの添加，また直接RSOMに対する各種の処理5）・9）・

！1）・13），ll）の効果について検討されて来ているが，まだ適

確な方法が見出されていない。現在までのところ，

RSOMの飼料中えの配合量を少なくするのが最も安全

であるとされ2），岩EII　i　r，）も飼料にRSOMの適量を配合

すれば，にわとり，豚および乳牛に対してはなはだ有効

であることを認めている。

　著者らは，RSOMの害作用を防ぐための適確な方法

を見出し，蛋白質飼料源として，RSOMの有効かつ安

全な飼料的利用を計ることを国的としてこの研究を企て

た。

　本報告では，まず白ねずみおよびアンゴラ兎の生長に

およぼすRSOMの影響について予備的に調べ，さらに

白ねずみについて，ヨ・一一ドカゼイン添加の効果について

検討したので，ここにその結果を報告する。
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実験成績

　実験亙

　RSOMを給与した場合に，白ねずみの生長および甲

状朦に対してどのような影響をおよぼすかをみるため

に，まずRSOMを種々の割合に配合した飼料について，

62日間（8月23日～10月24臼）の生長試験を行なった。

　1．実験方法
　（1）供試動物およびRSOWt　白ねずみはウィスタ

ー系のそれぞれ同腹の，生後約70日の雄3頭生後約

80日の雌6頭を雄1頭，雌2頭の割合で3群に分けて

用いた。

　RSOMは7z一ヘキサン抽出により搾油した抽出粕で，

その一一般組成は第1表のとおりであった。なおこの

RSOMの芥子油含量16）（allylcarbinyl　isothiocyaltateと

して）は0．！57％であった。

第1表　菜種粕の一“般組成（％）
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　（2）供試飼料および飼育方法　　第2表に示すよう

な配合割合の，粗蛋白質含量をほぼ20％にそろえた3

種の飼料を，粉餌のままで給与した。毎日1回，体重の

15％相当量を与え，残食のある場合は毎日その量を秤っ

て摂取状況を調べた。また飲水は朗ヨに与え，べつに肝

油を！N1頭当り1滴与えた。

　（3）体重測定および解体　　体重は3日毎に測定し

た。とくにRSOMの給与による甲状腺えの影響をみる

ために，生長試験終了後解体し，その重量を測定して肥

大の程度を調べ，かつ常法によりその組織標本を作成し

て組織学的な検討を加えた。

　2．実験結果および考察

　（1）　飼料摂取状況について　　本実験では，RSOM

に対する嗜好性を正しく判定するために，とくに飼料は

粉餌のままで与えた。

　はじめ12El間は，予備的にRSOMをそれぞれ25

％，15％および5％含むように配合した試験飼料を与え

たが，25％群の白ねずみはとくに嫌食を示し，残食：量が・

多かったので，13日目からその配合量を変更した。すな

わち5％群はそのままとし，25％および15％配合をそ

れぞれ15％および10％配合に減じた。配合量を変更し

てからは，下痢とも給与した量の飼料をほぼ摂取するよ

うになったが，第3表においてみられるように，RSOM

の配合量が増すにつれて摂取：量は逆に減り，また概して

雌は雄に比べてRSOMに対する嗜好性が劣る傾向にあ

った。

　（2）生長について　　第1図に生長の経過を，また

第3表に結果の大要を示した。

　生長は5％群＞10％群＞15％群の順に良く，飼料の摂

取：量と同じように，RSOMの配合量が多くなるに従っ

て低下した。

　Be11ら8）ははつかねずみで，雄は雌よりRSOMの害作

用の影響をつよくうけることを認め，またHussarら1？）・

18）は白ねずみについての試験で，雌は雄より害作用に敏

感で，その影響をうけやすいと述べている。

　本実験においても，Hussarら17）・18）の結果と同じく，

性別により生長に差異を生じ，雌の白ねずみでは，雄に

比べて生長はわるく，RSOM給与の影響をとくにつよ

く受けるようで，5％群および！0％群の雄のみがほぼ

正常の生長を示した。

　なお15％および10％両三の白ねずみは，試験開始

後12日間は，それぞれRSOMを25％および15％配
合した飼料を与えられたため，とくにその生長阻害作用

がつよくあらわれたものと考えられる。

第3表生長試験成績
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第1図　体重の変化
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　（3）　網状腺について　　体重100g当りの甲状腺の

璽量を，RSOMを含まない常用飼料で飼育した，ほぼ

同じ体重の白ねずみと比較したものが第2図である。

　対照白ねずみの7．1mgに対し，5％群，！0％群およ

びエ5％群ではそれぞれ12．1　mg，12．9mgおよび11．6

mgであって，　RSOMの配合量にはほとんど関係なく，

寄群とも対照の1．6～1．8倍に肥大していた。

第2図　甲状腺重量の比較
　　　　（イ本重1009当り）
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　また組織像については顕著な変化は認められなかっ

た。すなわち5％および10％の両群においてはほとん

ど変化なく，15％群において，わずかに濾胞が大きく，

軽度の機能低下の組織像19）を示していると思われた。

　実験　亙1

　アンゴラ兎に対するRSOM給与の影響をみるため

　　　　　　　　　　　　　　　　　es　数

に，白ねずみにおけるとほぼ同じような生長試験を行な

った。

　1．実験：方法

　（1）供試動物および薦⑪M　　生後約2．5ケ月の

mu・一ヤル系アンゴラ兎12頭（雄6頭，雌6頭）を，4頭

ずつ15％群，5％群および対照群の3群に分けて用い

た。なおRSOMは実験1と同じものを使用した。

　（2）供試飼料および飼育方法　　第4表に示すよう

な飼料を，各群ともはじめ70臼閥は　体重kg当り50

gを，その後20臼間は30gを1臼1回与えた。また同

時に，濃厚飼料の約3倍量の禾本科の牧草を粗飼料とし

て与えた。

　なお体重は5陰毎に測定した。水は霞由に飲めるよう

にし，その他の管理は慣行どおりとした。

　（3）　畢状腺の重量　　90日間の生長試験後も，引続

いて120日間同じ飼料で飼育し，のべ7ケ月間RSOM

を給与したのち解体して甲状腺の重量を測定し，その肥

大度を調べた。

　（4）生長試験期聞　　！2月19日から翌年の3月19

臼にわたる90臼問。

　　第4表　　　食司　＊斗　函己　合　上ヒ　　（％）
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　2e翼験結果および考察

　（1）磨好性および生長について　　白ねずみにおい

てみられたようなRSOMによる嗜好性の低下はなく，

15％配合の場合でも飼料の摂取状態には変化は認められ

ず，いずれも好んで摂取した。

　第3図には期間中の増体指数の変化を，また第5表に

生長試験の成績を一u　一k括して示した。

　生長は対照群＞5％群＞15％群の順で，90臼間の増

体重について，対照群を100として比較すれば，15％群

および5％群でそれぞれ85および90で，RSOMの
給与により生長はやや阻害された。しかしながら，試験

第3図　事体指数の変化（その1）
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　　　　　第5表　生長試験成績　（平均）

群灘終翻癖醐捲饗摩
翫囲・．・7…三嘱一一司・・6．8「諭
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期間中の1頭当りのRSOM摂取量が，5％群の4Gl　g

に対し，15％群では1144gであって，　RSOMの配合量r

が増した場合でも，その生長阻害作用は白ねずみにおけ

るほどつよくあらわれなかった。

　また雌雄別の生長の経過は第4図にみられるとおりで

あって，雌よりも雄の方が影響をつよく受ける傾向にあ

ると考えられた。

　（2）　甲状腺の重量について　　各群とも肉眼的には

ほとんど差は認められなかったが，他の2群に比較し

て，15％群ではわずかに淡紅色の度がつよいように思わ

れた。

　！5％群，5％群および対照群の甲状腺重量は，それぞ

れ平均145。！mg，125．3mgおよび147．3mgであっ・

た。第5図に示すように，体：重kg当りに換算すれば，

15％群で62．5mg，5％群で51．9　mg，対照群で54．1

mgとなり，　RSOMの配合量：が多い場合でもその肥大．

の程度はわずかであって，白ねずみにおけるような顕著

な重量増加は認められなかった。また雄の方が雌よりも

肥大の度がつよい傾向にあった。

　以上実験1および［II［の結果から，アンゴラ兎は白ねず

みよりもRSOMの給与による，生長阻害および甲状腺

肥大などの害作用に対する耐性がつよく，その影響を比．

較的受け難いものであろうと考えられた。

　このような動物の種類による差異については，Be11ら
7）・8） C高森2e）も指摘しており，上坂ら21）はひなで，発育

および甲状腺の肥大率におよぼすRSOMの影響は，晶

種により差があることを認めている。またこのことは，

各試験動物に対するRSOMの給与試験の結果からも推、

察されるところである。

　実験豆亙亘

第4図　　増体指数の変化（その2）
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　実験1およびlll［で認められたような，　R．SOMによる

生長阻疑および甲状腺肥大に対するヨードカゼインの効

果について，白ねずみを用いて検討した。

　1。案験方法

　（1）供試白ねずみ　　生後50～60日，体重57～

102gのウイスター系の白ねずみ36頭（雄18頭，雌

！8頭）を6頭ずつ6群に分けて用いた。

　（2）供試飼料　　RSOMは実験1および］1と同じ

ものを使用した。このRSOMを，それぞれ！0％およ

び5％含むように配合した，RSOM添加ならびに無添

加の3種の飼料を調製した。第6表にその配合割合を示

した。これらの供試飼料の一般組成は第7表のとおりで

あった。

　さらにこれら3麿の飼料に，ヨードカゼイン製剤（乳

糖でヨードカゼインを4倍にうすめたもの）をそれぞれ

0．25％（ヨードカゼインとして約0．06％）添加して，

その効果を試験した。

第6表　飼料配合比　（％）
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第7表　供試飼料の一般組成　（％）

！0　％

5　90

鷺：織：護

　　　14．2！15．｛　9

　　　障一物l　　l

・王綱謡
　　　　　　　1．941　　　62．581　1．59．
　　　　　　i　一・v－i

3．52

3．47

3．69

　（3）試験区分　　RSOM　10％・ヨードカゼイン群

（Ai．群），　RSOM　10％祥（A2群），　RSOM　5％・ヨー

ドカゼイン群（B1君），　R．SOM　5％群（B2群），ヨード

カゼイン群（Ci胸，対撮詳（C2群）の6群。

　（4）飼育方法　　白ねずみは二重金絹底の飼育乱こ

入れて飼育した。飼料は臨由飽食とした。すなわち粉餌

のままで，！日1回朝一定時刻に，食下しうる冤よりや

や多いめに給与し，毎日その残孟を測定して摂取量を求

めた。べつに肝油を1預当り1滴毎｝ヨ与えた。飲水は毎

朝とりかえて自由に飲ませた。また体工は3日畦に鋼料

の糸■前に測定した。

　（5）試験期間　　6月26臼から8月31日までの

66日門。

　（6）解体および各臓器の重量測定　　生長試験終了

後に解体して，ただちに甲状腺，下垂体，副浮，肝臓，

脾臓およびij臓の各臓器をとり出し，トーションバラン

スでその為オを測定して此手検討した。

　（7）　甲状腺組織標本の作成　　重：量を測定した甲状

腺は，オルト液で団定し，常法に従いパラフKン包埋の

のち，6～8μの切片とし，Mayerのヘマアラウムーエオ

ジンの互染色を行った。

　また濾胞の大きさおよび濾胞⊥皮の厚さは，いずれも

接眼移動測微計を用いて測定した。すなわち前者につい

ては，濾胞の中心をとおり最短距離を，後者について

は，！濾胞についてもっとも低い部分を，いずれも1標

本について30ケ所測定した。なお分散分析は，これら

の測定値より無作為に1群ユ0ケをえらび出して行な

った。

　2．実験結果および考察

　（1）飼料摂取およびその他の状況　　実験1で述べ

た理由から，幻料はすべて初陣のままで与えた。

　66日間の全摂取量を比較すれば，第8表および第6図

のとおりであった。すなわちRSOMの配ぞtの増加に

ともなって摂取量が低下したが，とくに雌においてその

傾向がつよいことが認められた。ヨードカゼインを添加

したA1群，　Bi群およびC、群においては，いずれも摂

取量が増し，RSOMの多少による影響はほとんどあら

われず，ほぼ同じ値を示し，あたかもRSOMによる嗜

好性の低下を軽減したかのような結果が得られた。

　第9表に示すように，分散分析の結果からも，飼料の

摂取量は性別および飼料により差異があり，雄では

RSOMよりも朝川ード給餌インの影諜がつよく，雌では

RSOMおよびヨードカゼインのいずれの影響もつよく

受けることが認められた。なお全期間を通じて，RSOM

による叡便の傾向は全く認められず，その他の異常も観
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第8表　生長試験成績（平均）
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第9表　飼料摂取量についての分散分析表　　　　　　　雌について
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察されなかった。

　（2）生長　　第7図および第8表に示すとおりの結

果が得られた。Hussarら17＞は白ねずみおよび豚につい

て，RSO：Mの害作用は2％配合ではあらわれず，10％

の場合には生長が劣ることを認めている。

　本実験においても，期間中の増体重は，ヨーードカゼイ

ン無添加の3群において，C2群＞B2群＞A2群の順で，

RSOMの配合量の増すにつれて減少したが，これは飼
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料の摂取量に比例した傾向であった。このことから，白

ねずみにおけるRSOMの生長阻害作用には，ある程度

嗜好性の低下による摂取量の減少も原囚しているものと

推定される22）。またヨードカゼイン添加3群の増体重

は，RSOMの配合：量の多少にかかわらず，ほとんど等

第10表　増体重についての分散分析表
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　　　　1
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1344．42　1　3．4！

393．72　i

＊　P＜0．05で有意

しく，いずれもC2群に比べて劣った。

　飼料効率もほぼこの生長における傾向に準じた。すな

わちRSOMの増加にともなって低下し，ヨ　一一ドカゼイ

ンを添加した3群においては，ほとんど等しく，C2群

に比べていずれもわるかった。

　増体重についての分散分析の結果は第10表のとおり

で，生長は性別および飼料により差があり，雄では，

RSOMよりもヨードカゼインの影響を受けやすいこと，

また雌では，RSOMの給与によってつよく生長が阻害

されることが認められた。

　Kratzerら5）およびKlainら6）はひなで，　Bellg）・10）お

よびBeliら7）β）ははつかねずみで，ヨードカゼインが，

RSOMによる生長阻害作用を防く・にはほとんど効果が

なかったと報告し，Nordfeldtら11）は豚で同じ結果を得
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第1！表　各賊益の重量（体工！00g当り，平yj）
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ている。

　本実験においても同じように，RSOMの5％配合の

場合には訪果はなかったが，10％配合の場合にのみヨー

ドカセインの添加による生長低下はみられず∫かえって

良くなる傾向にさえあったが，なおBエ群，B2群，　Cエ

群およびC2群のいずれにも劣った。

　本実験における条件，すなわちRSOMの5～10％の

配合による生長阻害作用を防ぐには，ヨードカゼインの

添加皇が多かったものと推測される。この点について

は，今後の検討を必要とするが，RSOMの配合量に応

じたヨードカゼインの適量を使用すれば，ある寝度の効

果を期待しても良いであろう。

　（3）　馨状腺およびその他の臓器重量の変化　　第ユ！

表にその結果を一一括して示した。なお童二はすべて二二

100，当りに換∴した。

　駈i∫状腺については，C2群7．4mgに対しA2祥およ

びB2群でそれぞれ8．5mgおよび9。5mgであり，へ

やその璽量が増したが，RSOMの配合量に比例した結

果：は得られなかった23）。

　A2群8．5mgに対しAl群では6。4mg，またB2群

9．5mgに対しB、群8．5　mgで，いずれもヨードカゼ

インの添加によりその重唱＾はやや減少し，対照のC2群

のそれに近くなった。これに対し，RSOMを毅与され

ないCi群およびC2祥の問ではほとんど変化がなかっ

た。

　これと隅じ結果を，Kratzerら5）およびKlainら6ノは．

ひなで，Nordfeldtら11）は1’gミで得ている。

　下垂体，副腎，肝／疲，脾1銭および｝謝1においては，

RSOMによる影篇はほとんど認められなかった。また

とくに副腎，一夕…，勝蔽および1目搬においては，RSOM

の配合景には闘係なく，ヨードカゼインの添加により玉

＿ニカ　1した。

　（4）　甲状腱組織　　訊観、を磁赤した十一B2群

では濾胞が大きく，⊥二三胞が落く，ド1よ扁乎となり，

膠性甲状腺腫のような組織像を認めた（附図3）。これ

に反し，A2群では⊥緩継胞が比で的厚く，あたかも冥

質性詳状腺腫のような継織像であってG；、。凶5），R．SOM

の配合量によって異った瀬野が認められた。

　つぎにヨードカゼインの／1についてみると，これを

添加した否群では，その程度にはやや差があるが，いず
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第12表　濾胞の大きさおよび濾胞上皮の厚さ

群
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Si2
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60．6±7．2
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6！．8＝ヒ5．6

8 ？

3．1ゴ＝0．1　　5．4ゴ＝0．7

7．1±O．3　　7．2：±二〇．4

2．9±O．21　3．2±O．1

3．3±O．2［　2．9±O．1

3．2±e．21　3．0±O．1

10．4＝ヒ0．3　　9．5±二〇．2

＊　標準誤差

第13表　濾胞の大きさについての分散分析表

　　雄について

要　因

飼　料

誤　差

脚蓼口

平方和

9052．13

32995．80

42e47．93

自由度

r
O
4

　
5
59

分一　tw

1810．43

611．03

分散比

2．96＊

れも濾胞が大きく，上皮細胞も薄く，核も扁平となり，

B2群に似た膠性甲状腺腫に近い組織像であった（附図

2，4，6）。これと同じ結果は，Nordfeldtら11）が豚につ

いての試験で認めているところである。また森脇ら24）　一

26）は海草製晶であるヨードXを，RSOM給与ひなに与

えた場合に，同じような組織像を認めている。

　第12表に，濾胞の大きさおよび濾胞上皮の厚さの測

定結果を示した。濾胞はB2群でとくに大きく，　A2群

ではC2群と大差がなかった。またBl群をのぞいては，

すべてヨードカゼインの添加により大きくなった。

　一方濾胞上皮の厚さについては，C2群に比べてその

他の各群ではいずれも1／2～1／3の厚さで，A2群はほ

ぼその中間でわずかに薄かった。

　第！3表および第14表の分散分析表に示すように，

濾胞の大きさおよび濾胞上皮の厚さのいずれも，各群間

に差があることが認められた。

　以上甲状腺組織標本について検討した結果では，飼料

摂取量および生長についてみられたような，性別による

差異はほとんど認められなかった。

＊　P＜0．05で：有意

雌について

要　因

飼　料

誤　差

計

平方和

7093．40

30598．20

3769！．60

自由度

F
O
バ
な

　
5
59

分　散

1418．68

566．63

分散比

2．50＊

＊　P＜0．05で有意

第14表　濾胞上皮の厚さについての分散分析表

　　雄について

要　因

飼　料

誤劃
慧
ロ

三等

平方和頃鹸

476．81

41．90

」r！8．71

5
4
…
Q
4

5
一
r
Q

分　散　　分散比

95．36　1　！23．s4一＊’i－ic

　O．77

P＜O．01で有意

雌について

望
料
差

回
一
十
誤

釜
蒔

平方和

365．41

81．41

446．82

自由度

r
∂
4

　
5
59

分　散 分散比

73．08　1　‘（t8．40＊＊

1．5！

＊＊P＜0．01で有意

要 約

　実験1，lllllおよび皿の結果を要約すれば，つぎのと

おりである。

　1．　白ねずみおよびアンゴラ兎を用いて，RSOMの

給与試験を実施し，生長ならびに甲状腺におよ：ぼす

RSOMの影響について検討した。なおあわせて白ねず

みについて，RSOMの害作用防止に対するヨーードカゼ

インの効果についても調べた。

　2．　白ねずみは，アンゴラ兎よりもRSOM給与の影

響を受けやすく，10％以上を酎合した場合には生長が阻

害された。

　3．RSOMの害作用は，性別により差異があり，白

ねずみでは雌がその影響をつよく受けた。またアンゴラ

兎では，雄の方が害作用に対して敏感であると思われ

た。

　4．白ねずみにおいて，RSOMの生長阻害作用に対

するヨードカゼインの効果はほとんど認められなかった

が，甲状腺の重量はほぼ正常となった。

　5．RSOMの給与によって，白ねずみの甲状腺の組

織像に異常が認められた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S軽搬搬ary

The　rations　containing　several　leve｝s　of　rapeseed　oilmeal　were　fecl　to　the　yats　and　the　Angora－rabbits，

and　the　effects　of　rapeseed　oilmeal　on　gyow£h　or　thyroid　glands　of　these　an1ma｝s　were　compared　with

that　of　controlled　an1mals．

　　　　Morover，　experiment　was　carried　out　us2ng　rats　to　elucidate　wethere　the　sLipplement　of　iodinated

casein　（O．06　per　cent）　could　inhibit　the　toxic　effects　of　rapeseed　oilmea｝　or　not．

The　rats　were　more　susceptible　than　the　Angora’rabbits　to　the　effects　of　rapeseed　oilmeal．　The　growth

rate　of　rats　were　depressed　in　rations　containing　more　than　iO　per　cen£　of　rapeseed　oiimeal．

It　was　observed　that　sex　differences　in　yespomse　to　the　effects　of　rapeseed　oilmeal　existed，　and　females

appeared　to　be　more　severely　affected　than　males　in　rats）　but　aclverse　results　were　obtained　in　Angora－

rabbi£s　on　the　co．ntrary．

The　addition　of　O．06　per　cent　of　iodlnatecl　casein　to　tke　rations　containing　5　per　cent　or　10　per　cent

of　rapeseed　ollmeal　was　ineffective　in　alleviqting　growth　depression　due　to　xapeseed　oilmeal，　but　the

welght　of　thyroid　glands　was　normal．

When　the　rats　were　fed　ration　contaiiting　rapeseed　oilmeal，　there　appeared　a　slight　histological　distur－

bance　of　thyroid　glands．
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附　図 甲　）1犬　腺　維　織　像　（螺）

（！）　対　照　群　（Cの

（2）　ヨートカセイン群（C1）
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　騰

、藤讐論

（3）　5％RSOM群（B2）

紳

σ鱗繍銀鱗

　　聴臨
（4）　5％RSOM・ヨートカセイン燐　（B1）

鞍

（5）　ユ0％RSOM君〕（A，）

講
（6）　！0％RSOM・ヨー1・カセイン群（A！）
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